
沖合域でのサケ幼魚分布

環境地質本部 地質研究所水産研究本部 さけます・内水面水産試験場

成⾧履歴の解析によるサケの生残傾向の把握

背 景

成 果

期待される効果

経常研究

初期減耗を軽減できる放流サイズ、放流時期の検討への活用が期待される。

近年秋サケ資源が急激に減少しており、その要因を解明する上
でサケ幼魚期の生残傾向を把握することが重要。

１ ２ ３サケ親魚の鱗による成⾧解析

協力試験場：釧路水産試験場
協力機関：水産研究・教育機構、各管内さけ・ます増殖事業協会

初期成長の高い個体が生残す
る傾向

サケ幼魚の耳石による成⾧解析

放流時の体長60mm以上で生残率向上
の可能性 海水温が高い年にはサケ幼魚

の分布密度が低い傾向

海洋生活1年目の成
長が良いほど間隔大
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①日周輪：1日に1本形成
⇒成長過程から放流時の体長
を推定

2
1
2
４

標識コード

②耳石温度標識
⇒放流群を特定

オホーツク沖合

オホーツク沖合で
採集されたサケ幼魚の耳石
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問い合わせ先:さけます・内水面水産試験場 さけます資源部 さけます管理グループ 電話:0123-32-2136


